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（ブレスレット） 

一筆箋 （ヨシ紙） 
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一輪挿し 
（黒竹・晒） 

秀次倶楽部は事務所を移転しました 
かわらミュージアムより徒歩5分 
営業時間：10時～16時　水・木曜休 
●ギャラリー　●喫茶コーナー 

〒523-0837 近江八幡市大杉町30-1
TEL（0748）36-5115 FAX（0748）31-3656

有限会社 

http://www.shinmachihama.com
平  日 
 am10:00〜pm4:00
土・日・祝
 am10:00〜pm5:00

〈水曜定休〉

特定非営利活動法人 秀次倶楽部 
〒523-0892 滋賀県近江八幡市新左衛門町10 
TEL.���������	�
 FAX.���������
�� 
http://www.hidetugu.jp 【E-mail】club@hidetugu.jp 
 

滋賀県び
わ湖から

環境メッセ
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よしせんべい 
5枚入り

 100円 
葦アイス 

280円 
よしうどん 

400円 
よしうどん 

400円 
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ほ
の
ぼ
の

つ
う
し
ん

 大人の部 
優  勝 谷　美幸 22匹 
準優勝 田中貞子 13匹  
3  位 高木　宏 13匹 
 

 子供の部 
優  勝 服部一希 19匹 
準優勝 宿院梨衣 11匹 
3  位 辻　大輝 10匹 
4  位 奥田純弥 09匹 

全国金魚すくい大会近江八幡大会 
2008年7月5日（土） 成績発表 
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お
年
賀
の
ご
挨
拶
に

 

全国大会 
エントリー 

全国大会 
エントリー 

全国大会 
エントリー 

全国大会 
エントリー 

ご
予
算
に
合
わ
せ
て
詰
め
合
わ
せ
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。
 

地
方
発
送
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

８月２４日の全国大会では、辻さんは決勝戦出場で35位に、 
奥田さんは準決勝戦まで出場されました。 

↑近江八幡大会の様子 

→
全
国
大
会
 

           

こ
と
し
も
押
し
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。
厳
し
い
不
況
の
到

来
が
予
測
さ
れ
る
お
り
、
皆
様
方
に
は
日
々
懸
命
に
ご
精
進

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
は
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
秀
次
倶
楽
部
の
活
動
に
ご
協
力
、
ご
鞭
撻
を
頂
き
誠
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
度
も
、
豊
臣
秀
次
公
の

顕
彰
、
並
び
に
環
境
と
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
８

月
の
金
魚
す
く
い
大
会
（
全
国
大
会
滋
賀
県
予
選
）
や
ヨ
シ

狩
り
学
習
会
な
ど
所
定
の
事
業
を
推
進
い
た
し
ま
し
た
。
今

回
は
９
月
に
行
っ
た
歴
史
講
演
会
の
模
様
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

       

勝
者
の
歴
史
が
優
先
さ
れ
る
の

は
世
の
常
と
は
い
え
、
非
業
の
死

を
遂
げ
た
秀
次
公
の
実
像
は
後

世
の
歴
史
家
の
研
究
不
足
や
無

責
任
な
巷
説
の
氾
濫
も
あ
っ
て
、

未
だ
に
歴
史
の
闇
に
閉
ざ
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
倶
楽
部
の
歴
史
講

演
会
は
、
疑
い
も
な
く
英
邁
で
あ

っ
た
秀
次
公
の
実
像
を
広
く
世
に

知
ら
せ
、
名
誉
回
復
を
図
ろ
う
と
不
定
期
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
９
月
は
秀
次
公
ゆ
か
り
の
瑞
泉
寺
（
京
都
・
三
条
大

橋
西
詰
め
）
住
職
、
中
川
龍
晃
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
秀
次
事
件
の
謎
に
迫
る
〜
文
禄
二
年
、
な
ぜ
秀

次
軍
団
は
京
洛
を
行
進
し
た
の

か
？
」
で
す
。 

秀
次
事
件
と
は
文
禄
四
年（
１

５
９
５
）、豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
死

を
命
じ
ら
れ
た
秀
次
公
が
高
野

山
で
切
腹
を
遂
げ
、
家
来
や
家

族
を
含
め
係
累
の
人
々
が
多
数

抹
殺
さ
れ
、
関
係
の
深
か
っ
た

三
井
寺
（
園
城
寺
）
が
打
ち
壊

さ
れ
る
な
ど
し
た
出
来
事
を
指

し
ま
す
。
そ
の
死
に
先
立
つ
二

年
前
の
文
禄
二
年
二
月
十
七
日
、
関
白
に
昇
進
し
て
い
た
秀

次
公
は
突
如
、
自
分
の
家
臣
団
を
率
い
重
武
装
で
洛
中
を
行

進
し
た
の
で
す
。
軍
団
行
進
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
中
川

住
職
は
次
の
よ
う
に
読
み
解
か
れ
ま
し
た
。 

◇
　
　 

文
禄
二
年
と
い
う
年
が
歴
史
的
に
重
要
な
年
で
あ
る
。
前

年
に
秀
吉
は
朝
鮮
侵
攻
に
乗
り
出
し
、
朝
鮮
を
経
路
に
明

（
中
国
）
の
占
領
を
企
図
し
た
。
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス

の
手
紙
な
ど
史
料
に
よ
れ
ば
、
秀
吉
は
明
を
平
ら
げ
、
天
皇

を
明
の
王
と
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
秀
次
を
「
支
那
の
関
白
」

に
任
じ
、
百
カ
国
を
譲
る
な
ど
の
構
想
を
抱
き
、
秀
次
に
は

朝
鮮
侵
攻
の
本
陣
と
し
た
肥
前
名
護
屋
城
に
「
文
禄
二
年

中
に
出
頭
し
て
も
ら
う
と
」
言
い
渡
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

文
禄
二
年
一
月
五
日
、
正
親
町
上
皇
が
死
去
。
同
七
日
に
は

優
勢
だ
っ
た
朝
鮮
の
日
本
軍
が
敗
勢
に
傾
く
端
緒
と
な
っ
た

小
西
行
長
軍
の
平
壌
脱
出
が
起
き
た
。
こ
の
時
期
、
秀
吉
は

名
護
屋
城
に
在
陣
中
で
京
都
は
聚
楽
第
に
居
住
す
る
秀
次

公
と
そ
の
軍
団
が
守
護
し
て
い
た
。 

秀
次
公
が
歴
史
家
か
ら
批
判
さ
れ
る
出
来
事
の
一つ
に
、

正
親
町
上
皇
死
去
の
服
喪
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
狩
に
出
か
け

た
り
、
夕
食
に
鶴
を
食
べ
た
な
ど
と
い
う
話
が
あ
る
。
太
田

牛
一の
太
閤
軍
記
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
が
、
秀
次
公
は
狩
で

は
な
く
、
名
護
屋
に
赴
く
た
め
に
こ
の
時
期
を
選
ん
で
軍
事

訓
練
と
し
て
の
行
進
を
し
た
の
に
違
い
な
い
。（
行
進
は
謀
反

で
も
乱
行
で
も
な
く
）、
秀
吉
の
命
令
を
忠
実
に
守
ろ
う
と

し
た
だ
け
の
こ
と
だ
。
直
近
に
小
西
軍
の
敗
走
と
い
う
重
要

事
実
が
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
非
難
や
批
判
が
な
い

ま
ま
、
そ
の
後
に
起
き
た
秀
次
軍
団
行
進
を
非
難
す
る
の
は

お
門
違
い
で
あ
り
、
歴
史
の
歪
曲
で
は
な
い
の
か
。 

秀
次
公
は
、
関
白
に
任
じ
ら
れ
る
以
前
か
ら
、
皇
室
や
京

都
五
山
の
高
僧
ら
と
親
し
く
交
わ
り
、
源
氏
物
語
を
書
き

写
さ
せ
て
保
存
し
た
り
、
千
利
休
の
高
弟
と
し
て
茶
道
に
通

じ
る
な
ど
当
代
一
級
の
文
化
人
だ
っ
た
。
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な

乱
行
は
全
く
根
拠
の
な
い
話
に
す
ぎ
な
い
。 

◇
　
　 

中
川
住
職
の
お
話
の
要
点
は「
明
国
征
討
と
い
う
妄
想
に

取
り
付
か
れ
た
権
力
者
、
秀
吉
の
所
業
を
、
そ
の
死（
慶
長

３
年
＝
１
５
９
８
）ま
で
だ
れ
も
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
幾

多
の
災
い
や
犠
牲
が
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
秀
吉
の

係
累
に
つ
な
が
る
武
将
の
な
か
で
最
大
の
被
害
者
が
秀
次
公

で
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
各
種
の
太
閤
記

本
の
多
く
は
、
英
雄
・
秀
吉
を
賞
賛
す
る
あ
ま
り
、
同
じ
調

子
で
根
拠
の
な
い
罪
状
を
挙
げ
秀
次
公
を
こ
と
さ
ら
に
非
難

す
る
記
述
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
文
禄
、
慶
長
と

二
度
に
わ
た
っ
た
朝
鮮
侵
攻
の
実
態
を
詳
し
く
み
れ
ば
、
秀

吉
の
外
交
、
軍
事
、
内
政
の
誤
り
は
決
定
的
で
す
。
織
豊
期

を
中
心
と
す
る
近
世
史
は
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
で
す
。

秀
次
倶
楽
部
は
今
後
と
も
、
公
正
公
平
な
検
証
を
積
み
重

ね
、
「
秀
次
公
の
真
実
」に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。（
井
戸
　
洋
） 

秀
次
事
件
の
謎
に
迫
る 

！ 

2
0
0
8
年
9
月
13
日（
土
） 

か
わ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

研
修
室 

講
師 

中
川
龍
晃 

（
慈
舟
山
瑞
泉
寺 

住
職
） 

 

歴
史
講
演
会 

後
援
　
近
江
八
幡
市  

（社）
近
江
八
幡
観
光
物
産
協
会  

（財）
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
推
進
財
団
 

年末は28日まで営業いたします
初売りは1月5日となります

2009年は1月9日から営業します


